
嘔吐・腹部膨満

＊１ 小児科医の常駐する医療機関が望ましい。

発熱（38℃以上）
胆汁性嘔吐・血便

顔色不良

速やかに適切な医療機関へ搬送 ＊１ 速やかに高次医療機関へ搬送

26-9 乳 幼 児
－急性腹症－

ＹＥＳＮＯ

体温測定 側臥位保持・血圧測定

ＹＥＳＮＯＹＥＳＮＯ

ＹＥＳＮＯ

高濃度酸素投与

冷却

外傷・栄養状態などの異常（虐待の有無）
が見られた場合、医師に報告するとともに
関係機関への連絡についても考慮する。

注
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参 考 

 

「救急搬送における重症度・緊急度判断基準に関する準備委員会」設置要綱 

 

１ 準備委員会の設置 

 救急搬送時における高次医療機関とそれ以外の医療機関の選定に係わる重症度・緊急度の判断

基準を作成し、救急隊員の病院選定の適正化及び観察判断の資質の向上を図ることを目的として、

今後「(仮称)重症度・緊急度判断基準作成委員会（以下、「委員会」という。）」を設立する予定で

ある。 

 前記委員会の円滑な運営を図ることを目的として「救急搬送における重症度・緊急度判断基準

に関する準備委員会(以下、「準備委員会」という。)」を設置する。 

 

２ 準備委員会の任務 

 準備委員会は、今後設立される委員会において必要となる重症度・緊急度判断基準の考案、基

礎資料の収集、検証方法及び調査対象地域の選定等を検討する。 

 

３ 準備委員会の構成 

(1) 準備委員会は、委員 10 名以内をもって構成する。 

(2) 委員は、消防機関及び学識経験者等の中から、財団法人救急振興財団理事長が委嘱する。 

 

４ 委員長 

(1) 準備委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

(2) 委員長は、準備委員会の会務を統括する。 

 

５ 任 期 

 委員長及び各委員の任期は、委嘱通知日から委員会が設立される日までとする。 

 

６ 庶 務 

 準備委員会に関する庶務は、財団法人救急振興財団事務局総務部企画調査課が行う。 

 

７ 補 則 

 この要綱に定めるもののほか、準備委員会の運営等に関し、必要な事項は委員長が定める。 

附 則 

 この要綱は、平成 13 年８月 30 日から施行する。 

5555



「救急搬送における重症度・緊急度判断基準に関する準備委員会」委員名簿 

（順不同・敬称略） 

 

○ 益 子 邦 洋   日本医科大学付属千葉北総病院救命救急センター長 

 

石 原   晋   県立広島病院救命救急センター部長 

 

松 原   泉   市立札幌病院救命救急センター部長 

 

山 本 五十年   東海大学医学部付属病院高度救命救急センター次長 

 

青 山 忠 幸   総務省消防庁救急救助課救急専門官併任国際協力官併任課長補佐 

 

赤 羽 基 臣   東京消防庁救急部救急指導課長 

 

沼 倉 勝 則   仙台市消防局警防部救急課長 

 

岡 田   勇   神戸市消防局救急救助課長 

 

 

オブザーバー 

佐々木 昌 一   厚生労働省医政局指導課課長補佐 

郡 山 一 明   （平成 13 年１月 30 日まで） 

 

※ ○印は委員長を示す。なお、準備委員会委員の所属及び役職等については、委嘱当時のも

のです。 
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14 年度「救急搬送における重症度・緊急度判断基準作成委員会」設置要綱 

 

１ 目 的 

 救急搬送時における高次医療機関とそれ以外の医療機関の選定に係わる重症度・緊急度判断基

準を作成し、救急隊員の病院選定の適正化及び観察判断の資質の向上を図ることを目的とする。 

 

２ 研究事項 

 委員会は、次に掲げる事項について研究を行う。 

(1) 救急搬送における高次医療機関とそれ以外の医療機関の選定に係わる重症度・緊急度判断基

準の作成について 

(2) 傷病者の重症度分類の見直しについて 

(3) その他 

 

３ 委員会の構成 

(1) 委員会は、20 名以内の委員をもって構成する。 

(2) 委員は、消防機関及び学識経験者等の中から、財団法人救急振興財団理事長が委嘱する。 

 

４ 運 営 

(1) 委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

(2) 委員長は、委員会の会務を統括する。 

 

５ 作業部会 

 委員会の審議事項を事前に整理する等、委員会を円滑に運営するため、作業部会を設置する。

作業部会の委員は、財団法人救急振興財団理事長が委嘱する。 

 

６ 任 期 

 委員長及び各委員の任期は、委嘱された日の属する年度末日までとする。 

 

７ 庶 務 

 委員会に関する庶務は、財団法人救急振興財団が行う。 

 

８ 補 則 

 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営等に関し、必要な事項は委員長が定める。 

 

附 則 

 この要綱は、平成 14 年５月７日から施行する。 
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14 年度「救急搬送における重症度・緊急度判断基準作成委員会」委員名簿 

（順不同・敬称略） 

 

◎ 島 崎 修 次    杏林大学医学部救急医学教室教授 

 

山 本 保 博    日本医科大学救急医学科主任教授 

 

野 口   宏    愛知医科大学医学部附属病院高度救命救急センター教授 

 

小 濱 啓 次    川崎医科大学救急医学教授 

 

益 子 邦 洋    日本医科大学付属千葉北総病院救命救急センター長 

 

石 原   晋    県立広島病院救命救急センター部長 

 

中 澤   誠    東京女子医科大学日本心臓血圧研究所循環器小児科教授 

 

竹 田   省    埼玉医科大学総合医療センター産婦人科教授 

 

羽生田   俊    社団法人日本医師会常任理事 

 

吉 崎 賢 介    総務省消防庁救急救助課長 

 

朝 日 信 夫    財団法人救急振興財団副理事長 

 

林   栄太郎    東京消防庁救急部参事 

 

森   正 志    仙台市消防局警防部長 

 

辻 井   章    神戸市消防局警防部長 

 

 

オブザーバー 

渡 延   忠     厚生労働省医政局指導課長 

石 塚   栄     （平成 14 年８月 30 日まで） 

 

※ ◎印は委員長を示す。なお、委員会委員の所属及び役職等については、委嘱当時のものです。 
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